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攫
金
竃
威
勢
リ
ー
票

『
子
と
恵
蓮
電
燈思
え
畜
馬
の
』

ド
ラ
マ
「
ち
り
と
て
ち
ん
」
の
中
で
、
「
落
語

は
昔
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
伝
え
て
い
く
も
の
、
落
語
家
は
そ
の
橋

渡
し
を
す
る
役
割
り
・
・
」
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
師
匠
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
。
日
本
の

伝
統
芸
能
は
皆
こ
う
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た

の
だ
ろ
う
。

最
近
、
日
本
の
伝
統
文
化
が
見
直
さ
れ
て

き
て
い
る
。
中
学
校
に
和
楽
器
が
導
入
さ
れ
、

国
際
理
解
の
一
環
と
し
て
我
が
国
の
伝
統
文

化
に
親
し
む
こ
と
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
。
そ

ん
な
中
、
地
域
の
伝
統
芸
能
を
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
も
盛
ん
に
な

っ
て
い
る
。
「
お
神
楽
」
が
そ
の
良
い
例
で
、

今
宮
神
社
・
八
ツ
面
神
社
・
小
篠
神
社
・
金

山
神
社
・
小
野
熊
野
神
社
・
新
井
天
満
宮
・

上
大
幡
春
日
神
社
・
生
出
神
社
・
三
島
神

社
・
稲
村
神
社
な
ど
が
小
学
生
や
中
学
生
に

箇
・
太
鼓
・
獅
子
舞
な
ど
を
伝
え
て
い
る
と

聞
く
。
ま
た
、
八
朔
祭
り
の
屋
台
暁
子
で
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校

生
が
大
人
と
一
緒
に
太
鼓
や
三
味
線
を
演
奏

し
活
躍
し
て
い
る
。

残
し
た
い
芸
能
と
し
て
「
都
留
音
頭
」
が
あ

る
。
昭
和
3
2
年
に
作
ら
れ
た
も
の
だ
そ
う
だ
。

も
う
半
世
紀
も
経
つ
の
だ
か
ら
立
派
な
郷
土

の
民
謡
で
あ
る
。
八
朔
祭
り
で
手
踊
り
と
毛

槍
舞
が
披
露
さ
れ
る
ほ
か
、
運
動
会
に
取
り

入
れ
て
い
る
小
学
校
（
旭
小
・
禾
二
小
な
ど
）

が
あ
る
。
八
朔
祭
り
で
保
育
園
児
の
毛
槍
舞

が
、
ソ
ー
ラ
ン
節
に
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の

は
残
念
に
思
う
。

残
し
た
い
行
事
に
「
ど
ん
ど
焼
き
」
が
あ
る
。

松
曳
き
を
す
る
と
こ
ろ
、
飾
り
付
け
を
す
る

も
の
、
唱
え
言
の
あ
る
も
の
、
道
祖
神
や
石

を
火
の
中
に
入
れ
る
も
の
な
ど
、
や
り
方
は

様
々
だ
そ
う
だ
。
小
学
生
の
父
親
か
ら
「
松
曳

き
も
子
ど
も
の
数
が
少
な
く
て
大
人
が
一
生

懸
命
作
ら
な
い
と
で
き
な
い
。
」
と
い
う
話
し

を
聞
い
た
。
山
か
ら
松
を
ひ
き
、
近
所
の
人

と
火
を
囲
ん
で
団
子
を
焼
い
た
り
習
字
紙
が

舞
い
上
が
る
の
を
見
た
り
す
る
の
も
、
大
切

な
経
験
で
あ
る
と
思
う
。

家
庭
で
は
「
郷
土
の
言
葉
」
を
伝
え
て
ほ
し

い
。
都
留
市
は
城
下
町
な
の
で
方
言
は
あ
ま

り
な
い
、
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
実
は
そ
う

で
も
な
い
の
で
は
な
い
か
。
「
ふ
え
ど
う
」
「
び

し
ゃ
ら
」
「
ち
ょ
う
き
ゅ
う
に
」
「
み
と
こ
ろ
」
な

ど
、
大
切
に
し
た
い
言
葉
で
あ
る
。

お
祭
り
の
芸
能
、
地
域
の
行
事
、
方
言
な

ど
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
郷
土
を
愛

す
る
こ
と
の
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
子
ど
も

た
ち
を
お
祭
り
の
中
心
に
引
っ
張
り
出
し
、

地
域
の
行
事
を
体
験
さ
せ
、
地
域
の
言
葉
で

つ
つ
む
こ
と
、
こ
れ
は
大
人
も
努
力
し
な
い

と
で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。
伝
統
を
次
の

世
代
に
渡
す
た
め
に
、
大
人
も
大
い
に
お
祭

り
や
行
事
を
楽
し
み
、
方
言
を
使
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
と
語
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

債
　
　
冒
　
　
振

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

葡
織
寄
木
や
ス
且
の

陸
績
潜
嬢
ど
の
救
済
給
相
違
つ
い
て

労
災
保
険
法
な
ど
の
対
象
と
な
ら
な
い
中

皮
膣
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
肺
が
ん
を
発
症

し
て
い
る
方
か
、
も
し
く
は
平
成
1
8
年
3
月

2
7
日
以
前
に
こ
れ
ら
の
疾
病
に
よ
り
死
亡
さ

れ
た
方
の
ご
遺
族
に
対
し
て
、
医
療
費
な
ど

の
救
済
給
付
が
行
わ
れ
ま
す
。

申
請
な
ど
の
受
付

申
請
な
ど
に
あ
た
っ
て
は
医
学
的
資
料
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
当
保
健
所
に
お
問

い
合
わ
せ
の
う
え
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

救
済
給
付
の
内
容
と
給
付
額

▼
認
定
さ
れ
た
方
へ
の
給
付

医
療
費
（
自
己
負
担
分
）

療
養
手
当
（
月
約
1
0
万
円
）

葬
祭
料
（
約
2
0
万
円
）

▼
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
死
亡
さ
れ
た
方
の

ご
遺
族
へ
の
給
付

特
別
遺
族
弔
慰
金
（
2
8
0
万
円
）

特
別
葬
祭
費
（
約
2
0
万
円
）

▼
そ
の
他
の
給
付

救
済
給
付
調
整
金

間
合
。
申
請
先

健
康
支
援
課

℡
0
5
5
5
（
2
4
）
9
0
3
4

H
P
検
索
　
「
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
」

小
児
慢
性
疾
患
の
う
ち
小
児
が
ん
や
慢
性

腎
炎
な
ど
の
病
気
に
か
か
る
と
、
長
期
に
わ

た
る
療
養
が
必
要
と
な
り
、
医
療
費
が
高
額

に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
特
定
の
疾
患
に
該

当
す
る
方
に
は
、
所
得
に
応
じ
た
助
成
を
行

い
ま
す
。

対
象
者

○
対
象
疾
患
及
び
治
療
を
行
っ
て
い
る
1
8
歳

未
満
の
児
童

○
富
士
・
東
部
地
区
に
居
住
し
て
い
る
者

対
象
疾
患

悪
性
新
生
物
、
慢
性
腎
疾
患
、
慢
性
呼
吸

器
疾
患
、
慢
性
心
疾
患
、
膠
原
病
、
糖
尿
病
、

血
液
・
免
疫
疾
患
な
ど

助
成
額
生
計
中
心
者
の
所
得
に
応
じ
て
、
1
カ
月

間
の
自
己
負
担
限
度
額
が
決
ま
り
ま
す
。

手
続
き

○
新
規
は
、
随
時
受
付

○
更
新
は
、
年
1
回
医
療
受
診
券
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す

○
受
付
は
、
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

間
合
先
　
健
康
支
援
課

℡
0
5
5
5
（
2
4
）
9
0
3
4

※
な
お
、
他
地
区
の
方
は
最
寄
り
の
保
健
所

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。


